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■研究の背景

 一般的なモータは鉄心（コア）に銅コイルを巻き付けたシリンダ構造であり、重量あたりの出

力が小さく、また、製造する上で専用の装置を必要とすることから、ユーザが求める仕様にフレ

キシブルに対応できない等の課題を有しています。

 本研究は、絶縁基板上に銅回路を形成するフォトファブリケーション（めっき、エッチング

等）技術を確立することにより、ユーザ仕様にオンデマンドで対応できる省スペース型の高出力

フラットモータの開発を目指しました。

■研究の要点

１．高効率な電気回路、磁気回路の設計

２．電気回路の形成技術の確立（めっき、エッチング等）

３．電気回路用ディスク基板の積層・接着技術の確立

４．モータの特性評価技術の確立

■研究の成果

１．フォトファブリケーションによる銅巻き線回路の形成技術を確立しました。

２．モータの構造（銅巻き線回路、磁気回路）と特性（回転数、トルク）の関係を把握しました。

３．出力300Ｗのブラシ付きモータおよびブラシレスモータを試作しました。

４．本フラットモータを搭載した製品開発が進められています。
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